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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   5/24    ＣＦＣ　

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月23日(2008.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも次の構成要素（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）を含むプリプレグであって、
構成要素（Ｂ）１００重量部に対して、構成要素（Ｃ）を０．０１～２０重量部含み、構
成要素（Ｄ）がプリプレグ中に１～２０重量％存在し、プリプレグの内部よりも表面に高
濃度に分布するプリプレグ。
　（Ａ）炭素繊維
　（Ｂ）カチオン重合性化合物
　（Ｃ）ルイス酸のオニウム塩
　（Ｄ）有機粒子
【請求項２】
　構成要素（Ｃ）が、ルイス酸のスルホニウム塩及び／またはルイス酸のヨードニウム塩
である請求項１に記載のプリプレグ。
【請求項３】
　構成要素（Ｂ）１００重量部に対して、構成要素（Ｃ）を、０．１～１０重量部含む請
求項１～２のいずれかに記載のプリプレグ。
【請求項４】
　構成要素（Ｄ）が、熱可塑性樹脂、熱可塑性エラストマー及びエラストマーからなる群
より選ばれた１種以上の粒子である請求項１～３のいずれかに記載のプリプレグ。
【請求項５】
　構成要素（Ｄ）が、ポリスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリチオエーテルスルホン
、ポリエーテルエーテルスルホン、ポリフェニルスルホン、ポリイミド、及びポリエーテ
ルイミドからなる群から選ばれた１種以上の粒子である請求項４に記載のプリプレグ。
【請求項６】
　構成要素（Ｄ）の体積平均粒径が０．１～１５０μｍの範囲である請求項１～５のいず
れかに記載のプリプレグ。
【請求項７】
　構成要素（Ｄ）の９０％以上が、プリプレグの表面からの厚さの３０％以内に局在化し
ている請求項１～６のいずれかに記載のプリプレグ。
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